
校種・学年・教科等名：小学校・第５学年・理科 
実践名： 」 「情報を正しく安全に利用することに努める 

小 学 校 第 ５ 学 年 理 科 学 習 指 導 案 
（ ） 日 時：平成２３年１０月３１日 月 

場 所：天草市立楠浦小学校 理科室 
授業者：教諭 上中 恭 

１ 単元名 
「天気と情報（２） 台風と天気の変化」 （大日本図書） 

２ 単元について 
（１）本単元は，小学校学習指導要領第５学年『 Ｂ生命・地球」の（４）天気の変化』の内 「 

容である。それには 「身近な自然現象としての雲を観察することにより，気象現象に興 ， 
味・関心をもち，天気を予想することができるようにする。その際，テレビや新聞，イン 
ターネットから得られる気象情報を活用することが考えられる 」と示されている。 。 

今日は，情報化の進展により，メディアから常に自然災害等の情報が流され，また必要 
な情報が容易に収集でき，災害に対する備えが可能な時代となってきている。特に，台風 
が日本付近を通過することが多い９月中旬から１０月は，経験やテレビなどの報道をとお 
して台風の話題に触れ，その進路，大きさ，もたらす被害等について考える機会が多くな 
る。 

， ， ， そこで本単元では 台風の進路と天気の変化がもたらす災害等について テレビや新聞 
インターネットなどからの情報や教科書の資料などを活用して調べ，台風は春頃の日本付 
近の雲の動き（西から東に動く）とは違い，特有の動きをするということを気付かせてい 
く。また，台風による災害や備え等については，教科書や地域にある資料を調べさせ，情 
報活用の重要性に気付かせる。 

（２）本単元の系統【Ｂ生命・地球】は，以下のとおりである。 

第４学年「天気の様子」 第５学年「天気の変化」 中学２年 

単元名「天気と気温」 「気象観測」 単元名 天気と情報( )天気の変化 「 」 1 
※雲と天気の変化 ※天気による１日の気温の変化 

「天気の変化」 

単元名 自然の中の水 「日本の気象」 「 」 単元名｢天気と情報( ) 2  台風と天気の変化」 
※天気の変化の予想 ※水の自然蒸発と結露 

（３）児童の実態は以下のとおりである （在籍数２４人） 。 
① アンケートの結果から 

①天気を知りたい時はどんな時か？ 
・どこかに行く時（５人） ・学校行事等（３人 ・旅行（３人 ・大事な用事（２人） ） ） 
・遊びに行く時（７人） ・季候を知りたい（１人） ・大雨，台風（９人） 

②何を使って，天気を調べるか？ 
・新聞（７人） ・ニュース，天気予報（19人） ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（14人：内携帯４人） 
・空を見る（１人） 

（ ） （ ） ③天気予報を使って地域の天気の予想をしているか？している 15人 していない ９人 
④その予想に対して何か準備したことはあるか？ ある（11人 ，ない（13人） ） 

・かっぱ，かさ，帽子，水筒，着替え，タオルなどの準備 
⑤大雨や台風を経験したことがあるか？ ある（２４人） 
⑥気象情報は，なぜ必要なのか？ 

・台風が来るか来ないか分からないから （５人） 。 
・天気の情報がないと困るから（２人） 
・災害の対策などができないから（４人） 
・いつ雨が降るか分かるように 
・天気を知っておくため（７人）※１週間分も含めて 
・明日の予定を立てやすくするため（３人） 
・学校帰りに傘が必要なのか調べるため（３人）



② 日常の観察から 

児童は「天気と情報（１ 」の学習で，テレビや新聞だけでなく，インターネットの ） 

「気象庁」のデータを利用して画像や雨量情報といった天気に関する情報を収集してき 

た。また，それらの情報を活用して，翌日の天気を予測するという学習にも積極的に取 

り組み，多くの児童がデータを集めることの大切さや楽しさを実感している。しかし， 

天気図の基本的な方位や雲の動きなどの読み取り不足や予想が未定着な児童も多少見ら 

れた。 

（４）指導にあたっては次の点に留意する。 

① 理科教育の視点から 

ア 本単元では台風の進路を予測することや，被害を受けると予想される地域を，新聞 

やテレビ，インターネットからのデータを基に考えさせ，学習意欲を喚起させる。 

イ 今までの台風のデータを活用し，災害についての話し合い活動を行い，学習への興 

味・関心をもたせる。 

ウ 台風の進路を考えさせる際は，春の天気のように，雲の動きと関連付け，１つのデ 

ータを地図に書き込ませる。また，同じ台風で別の進路を通ったり，途中で進路が変 

わったりするデータを意図的に仕組み，情報の収集の仕方や確かめ方を身に付けさせ 

る。 

エ 台風の進路は，春の雲の規則的な動きと違い，特有の動きがあることを理解させる 

中で，情報を鵜呑みにせず，多様な情報をもとに予想し備えることが，災害の防止に 

役立つことにも気付かせる。 

② 情報モラル教育の視点から 

ア 本時は，情報モラル指導モデルカリキュラムにおける分類３「安全への知恵」のe3 

「情報を正しく安全に利用することに努める」の視点から授業を展開する。 

イ 受け取った情報だけを信じて判断せず，別の方法（複数の資料）で確かめることを 

とおして,情報の確かめ方や活用の仕方を考えさせる。 

③ 人権教育の視点 

ア 様々なデータを確実に読み取ること，関連付けて考えることなどをとおして，科学 

的な見方や考え方を養う （生きる力の育成） 。 

イ 児童同士が交流をとおして共同解決する場を設定し，お互いを認めながら学習に取 

り組む態度を養う （仲間づくり） 。 

３ 単元の目標と評価規準 

単元の目標 天気の変化について興味・関心をもって追究する活動を通して， 
気象情報を生活に活用する能力を育てるとともに，それらについて 
の理解を図り，天気の変化についての見方や考え方をもつことがで 
きるようにする。 

※天気の変化は，映像などの気象情報を用いて予想できること。 

自然事象への関心・ 台風の動き方や天気の変化に興味・関心をもち，その関係を自ら 
意欲・態度 調べようとしている。 

科学的な思考・表現 台風が近づいた時の気象情報をもとに天気の変化を予想し，表現 
している。 

観察・実験の技能 インターネットなどを活用し，計画的に情報を収集している。 

自然事象についての 台風は，南の方から北の方へ動くことが多く，台風が近づくと， 
知識・理解 雨や風がとても強くなることを理解している。



４ 指導・評価の計画 

次 時 学習活動 指導上の留意点 評価項目（方法） 

１ １ ・資料や自分たちの経験を ・話題が深まったり，広が 【関心・意欲・態度】 
もとに，台風の様子（被 ったりする資料を効果的 資料や今までの経験 
害等 について話し合う に提示する。 から台風の動きや天気 ） 。 

・台風の動き方や天気の変 ・日本周辺の動きだけでな の変化，周りの様子な 
化について予想しながら く，地球規模の視点から どについて話し合って 

。 （ ） 話し合う。 話し合わせる。 いる 観察 

２ ２ ・インターネットなどを活 ・効果的な資料が集められ 【観察・実験の技能】 
用し，情報を収集する。 るよう事前に サイ 台風に関する基本的 WEB 

トを整理しておく。 な資料を収集し，それ 
・台風の動きや天気の変化 ・雨量，風速や大きさなど らを読み取ったり，地 

について基本的な情報を の基本的な情報が難解に 図などに書き込んだり 
読み取り，地図などに書 ならないよう配慮する。 できる。 

（ ） き込む。 ﾉｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

【 】 ３ ・一つの台風の事例をもと ・進路の大まかな規則性を 科学的な思考・表現 
に，台風の進路や天気の 見出し，それに伴った地 台風の動きと天気の 
変化などを考える。 域の天気の変化を読み取 変化を見出し，その結 

らせる。 果を発表したり，ワー 
・不規則な動きをする別の ・情報の活用の仕方を考え クシートにまとめたり 

台風の例を示し，台風の させる。 している。 
（ ） 動きと天気の変化につい ワークシート・発言 

てまとめる。 

４ ・台風の動きと，情報の集 ・児童の話し合いやまとめ 【知識・理解】 
め方や考え方をふり返 活動に生かせる資料を準 台風の進路の不規則 
る。 備しておく。 性や影響，台風の被害 

・台風の被害や恵みについ ・気象情報を生活に活用す や恵みについて，教科 
て考え，自分たちの生活 ることのよさや大切さの 書や資料をもとにまと 

。 （ ） と関連付けてまとめる。 視点からまとめさせる。 めている ノート



５ 本時の学習 （３／４時間） 
（１）本時の目標 

映像などの情報から台風の動きにともなう天気の変化を考えることができる。 
（２）展 開 

過 時 
学習活動 ○主な発問と児童の反応 教師の指導と評価 備考 

程 間 

資 料 ① つ  8  ( )前時の学習をふり返 ○雲はどのように動くのかな？ 雲は西から東へ動き， 1 
「天気図」 る。 ・雲は，西から東へ動きます。 天気の予想ができること 

○楠浦の天気はどう変わるのか？ を押さえる。 か 
， 。 ・晴れからくもり 雨へと変わる 

○なぜ，台風情報があるのか？ 台風による被害を押さ む 
・大きな被害になることがある。 え，様々な台風情報が提 

資 料 ② ○この台風で分かることは何？ 供されていることを押さ 
「 」 ・風速が５０ｍ／ｓと書いてあり える。 ， 台風 号 18 

大きな台風と思います。 
資 料 ③ ( )本時のめあてを知る。 ○この台風はどのように動いてい 数名の児童に説明させ 2  ， 
「 」 ①大まかな予想をする。 ったのでしょうか？ その後の動きを提示する。 台風の進路 

， 。 ・多分 カーブを描いて動きます 
・まっすぐ行くと思います。 
◎この台風はこのように動きまし 

。 ， 。 た さて この後どう動くかな 
資 料 ④ また，台風の動きによって天気 枚の台風図を提示し， 4 
「台風写真」 はどのように変わっていったの 予想させる （ﾜｰｸｼｰﾄ） 。 

だろうか。 ※キーワード「雨・風」 
②めあてを知る。 ○ 枚の写真は，どのような順番 4

になると思いますか？ 

ワークシートと写真を 
配り，書き方等を示す。 

( )今までの動きをもとに ○写真の中の台風はどこかな？ 既習事項を生かして台 さ  22  3 
台風の動きと天気の変 ・渦巻きのような形だな。 風の動きによる風の強さ 
化を予想し，考える。 ・今ここにいるので，こうカーブ や雨量を予想させる。 ぐ 

①自力解決をする。 を描いて九州の方に来るんじゃ 
。 。 る 【言語活動１】 ないかな だったらこの並びだ 

ﾜｰｸｼｰﾄ ◎台風の動きと天気の変化を，自 ワークシートに考えた 
ﾉｰﾄ 分たちの住んでいる場所で考え 枚の地図を貼らせ，天 4 

。 てみよう。 気の変化を書き込ませる 
・雨や風がすごかったと思う。 

②発表し合う。 ○それでは，予想した動きにとも 黒板で，考えた動きと 
なう天気の変化を発表してくだ 天気の変化を発表させ， 
さい。 付け加えなどで考えを深 

・ぼくは，カーブを描くと思うの めさせる。 
で，③→①→④→②になると思 
う。自分達の住む楠浦も雨風が 
強くなっていったと思う。 

資料⑤ ③その後の動きについて ○みんなの予想どおり，台風はこ 予想することで，生活 
「 」 確かめる。 のように動き，風が強かったよ の備えに生かせることに 台風の動き 
動画Ⅰ うです。家の人にその時の様子 も触れる。 
「 動 き ， 予報 を聞いてみましょう。 

， 」 ◎今までの学習から，台風はどの 月ごとの台風の主な動 円 雨・風量 
資 料 ⑥ ように動くと考えられますか？ きを示し，予想できるこ 
「月別の台風 ・南で発生して，カーブを描きな とを押さえる。 
の進路」 がら北の方へ動くと思います。 ※キーワード「南→北」 

資料⑦ ふ  10  ( )別の台風の動きについ ○今までの学習から考えてみまし 予想に反した動きをす 4 
「台風図」 て考える。 ょう。 る資料を見せ，興味を喚 
インタ ーネッ か ①映像資料を見て，予想 ・これは７月のだな。だったらこ 起するとともに，情報の 
ト を発表する。 のように動くと思います。 活用の大切さに触れる。 

○この台風の動きを確かめてみま め 
しょう。 資料については，意図 

・え～。変な動きになっている。 的に準備しておく。 る 
○この台風は どのように動くの？ ， 

資料⑧ ・また，変な動きになっている。 
「 」 台風の動き 
新聞・テレビ ②台風の動きと天気の変 ◎今日の学習から，台風の動きと 

化について話し合う。 天気の変化についてどのような 
【言語活動２】 ことが言えますか？ 

， ， ・台風は 日本の南の方で発生し 
資料⑨ 北の方に動く 大まかな規則性 。（ ） 
「総括資料」 ・大雨になり，強い風が吹く。 

・普通の雲と違って動きは不規則 
である。 ※キーワード 南→北 不 「 」「 

規則 「強い雨風」 」 

( )本時の学習のまとめを ○今日の学習をまとめましょう。 ま  5  5 
する。 

◎また，台風は，大きな被害をも と 
たらすことがあります。今日学 
習して分かったように，常にテ め 
レビ，新聞，インターネットな 
どで情報を得る必要があります る 
ね。 

◎被害に合い，電気がストップし 
たら何が一番いい情報源でしょ 
うか？ 情報収集・活用の大切 

・携帯電話？ ラジオ？ さを押さえる。 

台風の動きと天気の変化について考えよう。 

評価：科学的思考・表現 

台風の動きと天気の変 

化を見出し，その結果を 

発表したり，ワークシー

。 トにまとめたりしている 

（ワークシート・発言） 

＜まとめ＞ 

台風は，日本のはるか南で発生 

し，不規則に動きながら北の方へ 

動く。そして，台風が近づくと雨 

， 。 が多く降り 風がとても強くなる



６ モデルカリキュラムの位置付け 

情報モラル 道徳，各教科・特別活動 他 

：何がルール・マナーに 道徳 あいさつの大切さ「オーストラリアで学んだこと」 c31 

反する行為かを知り， ( )礼儀「あいさつの言葉の意味や礼儀で通い合う心 2 1 

絶対に行わない。 の大切さを知り，時と場をわきまえて，礼儀正しく真心 

をもって接しようとする態度を養う 」 。 

：他人や社会への影響を 国語 「新聞を読もう」 a31  新聞の編集の仕方や記事の書き方に目を向けよう 

相手の立場を意識して言葉遣いを考え，文章を読んだり書 考えて行動する。 

いたりする。 

： ルールやきまりを守 道徳 公共の場を大切に 「駅前広場はだれのもの」 c32  「 

る」ということの社会 ( )公徳心，規則の尊重「公徳心をもって法やきまり 4 1 

的意味を知り，尊重す を守り，自他の権利を大切にし進んで義務を果たそうと 

る。 する態度を養う 」 。 

理科 「天気と情報（２）台風と天気の変化」 e31：情報を正しく安全に利 

天気の変化について興味・関心をもって追究する活動を 用することに努める。 

通して，気象情報を生活に活用する能力を育てるととも 

に，それらについての理解を図り，天気の変化について 

の見方や考え方をもつことができるようにする。 

：不正使用や不正アクセ 学活 情報セキュリティ 「他人になりすまして・・・」 g31 

スされないように利用 (2)-ｲ自分のものは自分で確実に管理する大切さや他人 

できる。 のものを勝手に使ったりしないことを日常モラルの事例 

と照らし合わせながら再認識することができる。 

：情報にも，自他の権利 音楽 音楽で描こう「音のスケッチ」 b31 

があることを知り，尊 言葉と旋律の結びつきを感じとりながら楽しく音楽作り 

重する。 をする。 

：ネットワークは共用の 道徳 みんなのために 「夜行列車の中で」 i31 

ものであるという意識 ( )公徳心，規則の尊重「公徳心をもって法やきまり 4 1 

をもって使う。 を守り，自他の権利を大切にし進んで義務を果たそうと 

する態度を養う 」 。 

：他人や社会への影響を 社会 くらしを支える情報 「情報の中に生きる」 a31 

考えて行動する。 情報化した社会において，情報を有効に活用するために 

大切なことを考えることができる。


